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●
農
林
水
産
業
費　

３
億
３
５
９
１
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
２
０
５
円

　

前
年
度
比
▲
３
・
８
％
）

農
山
漁
村
地
域
力
発
掘
支
援
事
業　

２
０
０
万
円

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
９
７
２
万
円

た
め
池
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

３
８
３
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
７
４
６
４
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
（
鮎
貝
排
水
機
場
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

２
４
２
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
４
２
万
円

農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

（
諏
訪
堰
頭
首
工
整
備
）　
　
　
　
　

１
７
４
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
３
５
０
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

（
遊
休
農
地
対
策
）　
　
　
　
　
　
　

３
３
５
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
白
鷹
東
部
線
）　

８
６
０
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億　

１
６
０
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
２
７
２
７
円

　

前
年
度
比
11
・
７
％
）

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
推
進
事
業　

１
１
６
９
万
円

観
光
交
流
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

３
３
５
万
円

最
上
川
広
域
観
光
推
進
事
業　
　
　
　

６
０
万
円

地
域
人
材
育
成
事
業
（
簗
師
育
成
）
２
８
４
万
円

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
改
革
支
援
事
業　

３
０
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　

１
０
０
０
万
円

空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業　
　

２
１
０
万
円

農
工
商
連
携
推
進
事
業

（
白
鷹
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
０
開
催
補
助
）　

１
２
０
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
事
業
４
２
４
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

６
８
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

７
億
５
６
８
３
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

４
万
７
７
７
７
円

　

前
年
度
比
▲
33
・
７
％
）

除
雪
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
４
７
万
円

除
雪
機
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

道
路
維
持
補
修
事
業　
　
　
　
　

３
０
９
０
万
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業　

１
億
８
３
７
０
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
７
７
１
８
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億
４
６
０
０
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
８
４
２
円

　

前
年
度
比
11
・
８
％
）

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
５
９
７
７
万
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
（
第
一
分
団
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
１
９
万
円

防
火
水
槽
新
設
事
業　
　
　
　
　

１
６
３
５
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
導
入
事
業　
　
　

５
１
０
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億　

８
５
０
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

３
万
８
４
１
３
円

　

前
年
度
比
▲
２
・
２
％
）

荒
砥
高
等
学
校
新
入
生
応
援
事
業　

５
０
０
万
円

地
域
学
校
安
全
指
導
員
配
置
事
業　
　

２
８
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
等
事
業
３
７
９
７
万
円

小
中
学
校
耐
震
診
断
事
業　
　
　

１
０
２
８
万
円

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業　
　
　
　

２
２
３
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業　

３
０
０
８
万
円

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業　

２
４
１
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業　

１
４
６
３
万
円

●
公
債
費　
　
　

13
億
１
４
８
９
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

８
万
３
０
０
５
円

　

前
年
度
比
▲
８
・
７
％
）

●
そ
の
他　
　
　

１
億
４
０
４
２
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

８
８
６
５
円

　

前
年
度
比
▲
６
・
２
％
）

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
７
９
８
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
２
１
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
３
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

進
す
る
と
と
も
に
工
業
用
地
の
設
定
を
検
討
し
ま
す
。

○
引
き
続
き
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確
保
対
策
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
特
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
制
度
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
商
業
の
振
興
】

○
町
内
消
費
を
拡
大
し
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き

商
工
会
が
実
施
す
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
商
業
活
性
化

事
業
や
住
宅
需
要
拡
大
推
進
事
業
に
よ
る
給
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
産
業
連
携
】

本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
、
多
品
種
の
農
産
物
、
活
発
な
加
工
品
製

造
活
動
等
の
多
様
な
資
源
を
活
か
し
、
農
産
物
の
付
加
価
値
化
、
高

品
質
の
商
品
開
発
、
流
通
販
売
・
交
流
が
連
携
す
る
取
り
組
み
や
県
外

へ
の
物
産
販
売
の
拠
点
化
の
検
討
を
行
い
、（
仮
称
）
産
業
セ
ン
タ
ー
を

核
に
、
な
お
一
層
、
農
工
商
連
携
に
よ
る
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
産
業
界
の
各
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
産
業
フ
ェ
ア
の
開
催
を
支

援
し
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
の
拡
大
】

○
商
工
会
、
観
光
協
会
、
農
業
団
体
や
地
域
な
ど
と
一
体
と
な
り
、
近

年
需
要
が
増
加
し
て
い
る
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
食
、
体
験
を

求
め
る
少
人
数
で
の
旅
に
対
応
す
る
た
め
、
白
鷹
の
景
観
や
歴
史
・
食

な
ど
を
旅
行
商
品
化
に
つ
な
げ
、
じ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

旅
の
企
画
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
四
季
の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
事
業
で
は
、
白
鷹
の

歴
史
や
人
の
関
わ
り
が
伝
わ
る
旅
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
に
よ
る
研
修
・
実
践
に
よ
り
、
引

き
続
き
物
産
振
興
や
四
季
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
中
山
、
山
口
地
区
を
核
に
教
育
旅
行
の
受
入
等
を
行
い
な
が
ら
、

農
村
地
域
な
ら
で
は
の
滞
在
型
の
観
光
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

○
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
物
産
振
興
を
図
る
た
め
に
白
鷹
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
「
お
お
た
商
い
観
光
展
」
や
「
三

鷹
わ
く
わ
く
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
出
展
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

３
．
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

【
学
校
教
育
の
充
実
】

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
一
層
密
に
「
心
か
よ
う
郷
土
の
学
校

づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
な
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」
を
は

ぐ
く
む
諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
更
に
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
学
校

教
育
の
あ
り
方
や
特
別
支
援
教
育
、
そ
し
て
荒
砥
高
校
存
続
に
向
け
た

新
入
生
応
援
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
耐
震
診
断
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、
共
同
調
理
場
の
設
備
更
新
等
、
安
心
・
安
全
な

学
校
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

○
地
区
公
民
館
活
動
や
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
支
援
を
通
し
、
生

涯
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
地
域
の
人
々
と
か
か
わ
る
体
験
活
動
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
社
会
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
教
育
力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を

さ
ら
に
充
実
で
き
る
よ
う
、
大
規
模
改
修
の
内
容
等
に
つ
い
て
関
係
団

体
と
連
携
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
で
の

地
区
公
民
館
と
の
関
係
も
含
め
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

○
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
を
は
じ
め
、
将
来
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
機
能
の
集
積

を
視
野
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

○
芸
術
文
化
協
会
へ
の
支
援
や
伝
統
文
化
の
継
承
に
重
点
を
置
く
と
と

も
に
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
新
た
な
芸
術
文
化
の
展
開

を
図
り
ま
す
。

○
今
年
９
月
に
、
県
民
芸
術
祭
の
開
会
式
典
・
開
幕
記
念
公
演
が
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
公
演
出
演
者
を
募
集
す
る
な
ど
町

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
伝
承
に
つ
い
て
、
民
俗
資
料
の
整
備
を
含
め
推
進
し


